
子ども

 

 

 

〈ねらい〉

学校・家庭・地域が連携して、学校安全

に通学路の安全点検や安全マップづくり等を行う活動をすることに

より、地域ぐるみでの学校安全活動の充実を図るとともに、子ども

たちが「自他の命を守る

して実施する。

 

 

 

１ 実施期間

 

２ 実 施

 

３ 取組内容

 

 取組の方向性について

《第１回

６月２

取組の方向性等について、話し合い

その中で、

分の生命・安全は、自分自身で守る！

地域での課題を出しながら、危険予測学習を行っていくこと、子どもたちの安全確保に向けて、

通学路の点検や変更等が必要なことを確認しました。

 

 

 具 体 的 な 取

１ 教職員の交通安全研修

  県主催の出前講座「学校安全セーフティライフセミナー」

特徴、ＫＹＴ（危険予測トレーニング）教材の

員間の共通認識を図りました。

  特に、児童に対して「自分の身は自分で守る！」という危険予測・回避能力の育成が重要で

あるとの助言をいただきました。
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に通学路の安全点検や安全マップづくり等を行う活動をすることに

より、地域ぐるみでの学校安全活動の充実を図るとともに、子ども

が「自他の命を守る

して実施する。 

期間：平成２

施 校：山口市立鋳銭司

取組内容 

取組の方向性について

第１回 実践委員会の開催

６月２０日鋳銭司

取組の方向性等について、話し合い

その中で、鋳銭司地区にある
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地域での課題を出しながら、危険予測学習を行っていくこと、子どもたちの安全確保に向けて、

通学路の点検や変更等が必要なことを確認しました。

具 体 的 な 取

教職員の交通安全研修

県主催の出前講座「学校安全セーフティライフセミナー」

特徴、ＫＹＴ（危険予測トレーニング）教材の

員間の共通認識を図りました。

特に、児童に対して「自分の身は自分で守る！」という危険予測・回避能力の育成が重要で

あるとの助言をいただきました。
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 ２ 鋳銭司交通安全隊

   ４年生を鋳銭司交通安全隊に任命し、次の取組を行いました。

（１）ＫＹＴ学習

   

影した写真を基に①ここはどこか②どこが危ないか（危険予測）③どうすれば安全になるか

（危険回避）を検討しました。

かった危険な箇所や回避方法に気づくことができました。
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（２）児童・保護者による
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した。

   

を行うことができ

   

 

（３）ＫＹＴ資料や安全マップの作成

   

した危険箇所の写真

   

 

  〔ＫＹＴ資料の作成〕

 

 

鋳銭司交通安全隊

４年生を鋳銭司交通安全隊に任命し、次の取組を行いました。

（１）ＫＹＴ学習

   通学路安全対策アドバイザーの方に加わっていただき、班に分かれて、

影した写真を基に①ここはどこか②どこが危ないか（危険予測）③どうすれば安全になるか

（危険回避）を検討しました。

かった危険な箇所や回避方法に気づくことができました。

 後日、その学習内容を全校児童の前で発表しました。

〔交通安全隊任命証〕

（２）児童・保護者による

   ４班に分かれて、通学路安全対策アドバイザー、保護者、地域の方と一緒に鋳銭司小学校

区内の危険箇所がないか点検をしました。

   地域の方に話を聞きながら、子どもたち

きました。子ども同士で

した。 

   自分の住んでいる地区ではなく、ランダムに点検地区を割り振ったので、新鮮な目で点検

を行うことができ

 

（３）ＫＹＴ資料や安全マップの作成

 改めて何が危険でどのようにその危険から回避するかを話し合いながら

した危険箇所の写真

   また、鋳銭司安全マップに、自分たちで調べた地域の危険箇所を書き加えました。

〔ＫＹＴ資料の作成〕
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   〔全校集会での発表の様子〕
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    〔鋳銭司安全マップ〕
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した。

点検に当たっては

めるよう

 

 取 組 の 総

《第２回
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学校に寄せられるようになった。

《今後に向けて》

○ 継続的なカリキュラムとして定着させ、より安心安全な取組として発展させていきたい。
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